
 

 

 

 

 

No. ３ （2016 年５月） 

 先号に続き、ユニオンプレスでは、教職員の労働環境、および、埼玉大学をめぐる重要課題について特集記事

を組ませていただきます。第 2 回の本号では、社会的な関心を集めている「軍学共同」問題について考えます。

これを機に、多くの方々に組合へのご関心をお寄せいただければ幸いです。 

 

特集 第 2 回 軍学共同問題を考える 

国立大なら「国益」のために研究すべし？ 

 最近、益川敏英著『科学者は戦争で何をしたか』（集英社新書、2015 年）

という本を読んでショッキングな報告に行き当たりました。益川氏は人も知る

通り、ノーベル賞を受賞した理論物理学者ですが、同時にまた平和運動に精力

的にかかわり続けている人でもあります。その氏が所属する名古屋大学に「平

和憲章」というものがあって、一切の軍学共同研究を行わないと宣言している

のですが、これが国会の文部科学委員会（2014 年 6 月）で非難の対象とな

ったというのです。日本維新の会（当時）の議員が質問の中で「憲章」をやり

玉に挙げたもので、国立大学として国からの交付金を受けているのに国に協力

しないと宣言をしているのはおかしいという趣旨の批判だそうです。少し前ま

で日本の大学は、軍事技術の研究とは一線を画すことを当然の規範と考えてや

ってきましたが、昨今その規範に対する外部からの懐疑が、いやそれどころか

攻撃が強まっていることを知り、暗然とした次第です。 

 軍学共同を拒む大学側の姿勢にもゆらぎが生じ始めています。２０１５年か

ら防衛省・防衛装備庁が外部の研究機関への研究公募を開始したところ、初年

度には大学等からの応募が５８件ありました（応募総数は１０９件）。また、「東

大が軍事研究を解禁（容認）した」とする新聞報道を覚えている方も少なくな

いことでしょう（2015 年 1 月 6 日産経新聞、1 月 7 日東京新聞）。東大の

情報理工学系研究科が研究のガイドラインを変更して、それまで「一切の例外

なく軍事研究を禁止」としていたのを「軍事・平和利用の両義性を深く意識し

ながら個々の研究を進める」という方針に改めたという話です。こうした傾向

をどう見るべきでしょうか。 

討議の文化が必要 

 よく言われることですが、研究者にとって悩ましい問題は、技術の研究を軍

事用・民生用ときっぱり分けることが難しく、両方にまたがる「デュアルユー

ス」の可能性を無視できない点です。実際、軍事利用の可能性がある研究をす

べて排除しようとしたら、甚だしく不自由なことになり、研究の活力も低下す

ることでしょう。では、この際うるさいことは言わないで柔軟に対応していき

ましょう、という結論でいいのでしょうか。私は違うと思います。もちろん「両

義性」を排除したら自由度が低下しますから、柔軟性は必要かもしれません。ただ、同時に、うるさくあらねば

元書記のつぶやき 

第 2 回 



埼玉大学教職員組合 〒338-0825 さいたま市桜区下大久保 255 

組合事務室は第 2 生協１F  開室時間：月火水木 12 時~17 時

TEL / FAX：048-853-5609  内線：3160 

E-mail：saikyoso@gr.saitama-u.ac.jp  URL：http://kumiai.client.jp 

なりません。つまり、研究テーマに「両義性」があるからこそ、その分だけ学者は自分と社会の関わりについて

専門を超えた問題意識を持ち続ける必要がある、と言いたいのです。研究に携わると同時に、学者は一個の知識

人として、「防衛装備」（つまり兵器）を政治経済の重点部門とする政策がどういう社会と世界を作っていくこと

になるのかという問題に無関心であってはならないでしょう。 

幸いなことに、と言うべきなのか、本学では軍学共同に対してどういう態度をとるかは、今のところ各教授会

の自主的判断に委ねられています。つまりトップダウンではなく研究者の討議に委ねられているわけです。２０

０２－０３年に本学でも米軍の資金を受けた研究が行われていましたが、その際にも工学部教授会のしっかりと

した見識に基づく討議があったに違いありません（「基礎的研究であるから」との判断であったと聞いています）。

要は、この自主性ある環境を大事にして、討議の文化を広めることが重要になっているのだと思います。特に、

専門分野を超えた議論がかつてなく求められています。 

専門の研究に没頭するのは楽しいかもしれないが・・・ 

前述の益川氏は、恩師の教室に「二足のわらじがはけなきゃ一人前じゃねえ」という雰囲気があって、それに

感化されて専門以外の社会的活動に携わってきたと語っておられます。確かにいろいろな形での「二足のわらじ」

が、今こそ必要であると思います。専門に没頭していれば、それはそれで楽しいかもしれませんが、分野を超え

て語り合うことも面白いのではないでしょうか。今、自由があるうちに、大いに語り合うべきではないでしょう

か。                                   （高橋克也・教養学部教授） 

 

★教職員交流会を開催しました！！★ 

～2016 年 5 月 20 日松栄庵にて～ 

さる 5 月 20 日、埼大通りヤマダ電機向かいの松栄庵にて、本年度 1 回目の教職員交流会を開催いたしま

した。当日は、28 名もの方々にご参加いただき、近年まれにみる大盛況にて会を終えることができました。 

部局や所属の違い、教員や職員の区分、あるい

は、正規、非正規の枠を越えて、同じ埼玉大学に

働く仲間同士が交流できる楽しい会となりまし

た。 

当日、馬場久志委員長（教育学部・教授）から

も、「教職員組合は労働環境を改善することを使

命としつつも、多くの方が交流できる楽しい場で

あってほしい」とのご挨拶をいただいた次第です。 

今後もこのような教職員交流の場を多く持ち

たいとかんがえておりますので、是非組合の活動

にご関心をいただければと思います。 

                                 

写真：当日の一コマ 


